
「スミルナの教会への手紙」          2019 年 08 月 01 日 

ヨハネの黙示録 2 章 8 節～11 節 スミルナにある教会の天使にこう書き送れ。『最初 

の者にして、最後の者である方、一度死んだが、また生きた方が、次のように言われる。 

「わたしは、あなたの苦難や貧しさを知っている。だが、本当はあなたは豊かなのだ。自

分はユダヤ人であると言う者どもが、あなたを非難していることを、わたしは知っている。

実は、彼らはユダヤ人ではなく、サタンの集いに属している者どもである。あなたは、受

けようとしている苦難を決して恐れてはいけない。見よ、悪魔が試みるために、あなたが

たの何人かを牢に投げ込もうとしている。あなたがたは、十日の間苦しめられるであろう。

死に至るまで忠実であれ。そうすれば、あなたに命の冠を授けよう。耳ある者は、“霊”

が諸教会に告げることを聞くがよい。勝利を得る者は、決して第二の死から害を受けるこ

とはない。」』 

 

ヨハネに語りかける声がスミルナの教会の天使に手紙を書き送れと命じておられる「最 

初の者にして、最後の者である方、一度死んだが、また生きた方」、キリストが言われる。

キリストは初めから存在し、十字架で苦しみを受け、一度は死んだが、復活して永遠に生

きておられる方である。迫害に苦しむ人々にとって、死者の中から復活し、今も生きて語

りかけ、歴史の最後に完結をもたらしてくださるキリストはどれほど大きな励ましであっ

たであろうか。栄光のキリストが苦難を支えるのである。 

キリストは、「わたしは、あなたの苦難や貧しさを知っている。だが、本当はあなたは

豊かなのだ」と言われる。貧しさと豊かさを計る基準はない。生活は貧しくとも、心は豊

かであることがある。逆に、経済的には豊かであっても、精神的には貧しいことがある。

キリストは前者を言っているのではないか。迫害は生活基盤を奪うことから始まる。スミ

ルナ教会の信徒たちは、生活に窮するようになったが、信仰においては豊かであると言っ

ていると思われる。次に、「自分はユダヤ人であると言う者どもが、あなたを非難してい

ることを、わたしは知っている。実は、彼らはユダヤ人ではなく、サタンの集いに属して

いる者どもである」と言われる。ユダヤ人と自称している者たちがスミルナ教会の信徒た

ちを誹謗、中傷している。彼らはユダヤ人の「会堂」に集まる者たちであるけれども、真

の神の民ユダヤ人ではなく、神に敵対するサタンに属する者たちである。キリスト者たち

はローマからだけではなく、ユダヤ人からも迫害を受けていたのである。 

そこで、キリストは勧告と約束を語っておられる。「あなたは、受けようとしている苦

難を決して恐れてはいけない。見よ、悪魔が試みるために、あなたがたの何人かを牢に投

げ込もうとしている。あなたがたは、十日の間苦しめられるであろう。」苦難を恐れるな。

牢に投げ込まれ、10 日間、苦しみを受ける。「十日」はダニエル書 1 章 12 節の「どうか

わたしたちを十日間試してください」から引用されている。「短い」という意味で、苦難

は 10 日に過ぎないと言っている訳である。「死に至るまで忠実であれ。そうすれば、あな

たに命の冠を授けよう。」主イエスは、「最後まで耐え忍ぶ者は救われる（マルコ 13：13b）」

と語っておられる。殉教を予想した言葉である。恐ろしい言葉であるが、忍耐して、従う

者は、命の冠を受けるというキリストの確かな約束である。「耳ある者は、“霊”が諸教

会に告げることを聞くがよい。勝利を得る者は、決して第二の死から害を受けることはな

い」と、終末の裁きによる死を味わうことはないと永遠の命を約束しておられる。 


